
 

第９０回学長定例記者会見 お知らせ事項４  

 

平成２９年８月３１日 

 

シンポジウム「ヒト、カブトガニ、干潟」 

―海はだれのもの？― を開催します  

 

 

日本には生きた化石カブトガニの生息する素晴らしい干潟がまだ残っていま

す。カブトガニの生息する干潟とはどんな役割があるのか？日本や世界の干潟

はどのような現状なのか？ 

 

カブトガニは今、人間の保護を必要としています。次世代にこの宝を残すため

に、まずは彼らのおかれている現状、問題点、保全策について考えてみましょ

う。 

 

開催日： ９月２４日（日） 

時 間： １２：５０～１７：００ 

場 所： 北九州市立自然史・歴史博物館(いのちのたび博物館)ガイド館 

    （福岡県北九州市八幡東区東田 2-4-1） 

定 員： ３００名（当日先着順） 

対 象： どなたでも（小学生以下は保護者の参加が必要） 

料金等： 無料 

プログラム概要： 

  第１部 日本の干潟、世界の干潟 

  第２部 福岡、山口、広島のカブトガニの生息状況 

  総合討論 

 

  主 催：広島大学大学院生物圏科学研究科 

  共 催：北九州市立自然・歴史博物館、広島大学総合博物館 

  後 援：日本分類学会連合、海の生き物を守る会、 

日本カブトガニを守る会福岡支部 

 

 
【お問い合わせ先】 

広島大学大学院生物圏科学研究科 

附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター 教授 

大塚 攻 

TEL:0846-22-2362 

E-Mail:ohtsuka@hiroshima-u.ac.jp 
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